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鉄道事業者名：東海旅客鉄道株式会社 

事 故 種 類：踏切障害事故 

発 生 日 時：令和７年１２月３１日 ２３時００分頃 

発 生 場 所：長野県飯田
い い だ

市 

飯田線 飯田駅～切石
き り い し

駅間（単線） 

堀割
ほ り わ り

踏切道（第４種踏切道：踏切遮断機及び踏切警報機なし） 

豊橋
と よ は し

駅起点１２８ｋ６８０ｍ付近 

 
 

＜概要＞ 

東海旅客鉄道株式会社の岡谷
お か や

駅発天竜峡
てんりゅうきょう

駅行きの上り第２３０Ｍ列車の運転士は、

令和７年１２月３１日（水）、飯田線の飯田駅～切石駅間を速度約４０km/hで走行中、

堀割踏切道（第４種踏切道）に立ち入っている歩行者を認めたため、直ちに気笛を吹

鳴するとともに非常停止手配を執ったが、同列車は同歩行者と衝突した。 

この事故により、同歩行者が死亡した。 

 

 
＜本事故発生場所の周辺図＞ 

 

 
 
 
 

※ この図は、国土地理院の地理院地図（電子国土 Web）を使用して作成 

   

 

 

 

 

鉄道事故調査報告書〔概要版〕 

 

～ 第４種踏切道において発生した列車と歩行者との衝突による死亡事故 ～ 
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＜原因＞ 

本事故は、踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道である堀割

踏切道に列車が接近している状況において、歩行者が同踏切道に進入していたため、

同列車と衝突したことにより発生したものと認められる。 

列車が接近している状況において同歩行者が同踏切道に進入していたことについ

ては、同歩行者が死亡しているため詳細を明らかにすることはできなかった。 

 

＜必要と考えられる再発防止策＞ 

踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道は、安全性向上のために

は踏切道を廃止するのが望ましく、廃止できない場合は踏切保安設備を整備し第１種踏

切道へ改良すべきである。 

また、東海旅客鉄道株式会社、飯田市、地域住民等の関係者は、本事故が発生したこと

及び本件踏切周辺の状況を踏まえ、本件踏切の廃止又は統廃合の協議を進め、具体的な

取組を実施することが望ましい。 

 

＜事故後に講じられた主な措置＞ 

 本事故発生後の令和８年１月１５日に東海旅客鉄道株式会社は飯田市と本件踏切の

廃止について協議を行った結果、本件踏切の廃止について、飯田市が地域住民の意見

を確認していくこととなった。飯田市は、令和８年３月に地域の合同会議で、本件踏

切の廃止について地域住民の意見を確認した結果、踏切廃止の同意には至らなかった

ものの、再度、地域住民へ本件踏切の廃止に向けた説明会を実施する予定である。令

和８年５月２７日に東海旅客鉄道株式会社は飯田市と再び協議を行い、引き続き本件

踏切の廃止に向けた地域住民への説明を依頼した。 

また、東海旅客鉄道株式会社は、本事故後に本件踏切周辺の地域において、事故防

止を促すリーフレットを回覧し、啓発活動を実施した。 

 

詳細は、運輸安全委員会ホームページ（https://jtsb.mlit.go.jp）より、 

鉄道事故調査報告書をご覧ください。 


